
���� 
 

�������	
������ 
 

��� � 
 

����� 
 
 

� 54����� !"�!�!#$%&'2012.6. 
 

 
1. ()���*+,-� 
. /01234567 !�8�79,1:;<

=>?@ABCD-EFGHIJK1CD-EF

�LMNIBOP�79,1QR�SO7TU+

V79,1/PWXNIYZ[�\]^V�,_

:<HIJ`1aPbc�deNI1<()��

GHIJ 
. +=+79,1 !f56"�g1��hP�

AV7()����A]iP,�j11�kGH

IJ`1lm��Ain+V�IJo�-,pq

�Ar�s1GHIJ+=+7()���5k1

Pq���>-�+7tTGuv�NI_:j-

�Jw�)-K�xyzxyVz^{0|yIK

��}~-�+7�)��1�kP��h���

��1�<��P��IK�j-�J 
2. ��1�+�+��OI1� 
. ����OIBOP�7`1E�P]�V1�

3���P7��<_:GHIJ_:-���1

�3�����P]^B�i7��1�+�+�7

���7���1�q1��G�}IJ�

����xy�^�{7`1�������P-

I��[<��J 
3. ��<N�V��OI 
. HI�F�� ¡P¢£¤�i7��P¥yI

�i-1�7`1�F�¦1�k-�q1§?@

¨©P�AV�>yI=GHIJ�F�¦1�k

-�qP�AV�>y7�q0P¦1�k-ª«

�¬�+VTU��OI=�7`1��<®N

I��P�AV�}IJ 
. ���7_:-QR�¯n°N±§?7HI

��²³´I�µGHIJ��P+B<AVQ

R<SO>�7TUx�I1G7��P§?¶

}�-=AB�q�7`�<�=P·:-j1G

HAVjTUP¸¹x�IK�<-�J}B7�

��GG¬�x�-=AB�q01ª«�TU

x�IK�<-�J`�ºy��»¼1½¾�7

��1�+�+P�AV��)-¿À�Á^I

1GHIJ 
. ���7Â5��1�\�´}y7lÃ)P

Ä>�V�-^�{->-�J 
4. ���ÅÆ=]ÇÈP 
. ÉÊ4ËÌ��q���NIBO1ÄÍGH

n7ÉÊ4ËÌ1Î7ËaPSufTUx�I1

���x�B�q1¾³��¾µGHIJ`K

G7Ï�1��PÐÑ<H�{7`1ÉÊ4ËÌ

P�Ò�£¦2Ó<-�K�P-AV+}kJ 
. /01234567 !�8�Ôk��G�7

EÕ1���nÖ×1��1Ø<·:GHIK�

<9�J���7Ö×<��¾PÅÆP¸¹x�

V�I³]}nÙÚ[<��µ7ÇÈ-³ÛÜ[

<��µØYG5¨�-^�{->-�JÝ+�

��Y1ÞdP�AV7`1ßà1���Ëá�

âã)Pä�NIK�P-IGHåkJ`��7

�æ1Õl�-¦P�,\>�I�FGjHIJ 
5. }~�4AV?I 
. �����5kBOP�7���1�3f��

1çèPéyV7��êë1ìíG1î�ï<

ðO>�IJ���çèNI1jî�ï�ñ,1

j7jA�jòó=]ÈË-ØY�7ô<ABn

õö<ABn©~P7�P=,4AV?IK�G

HIJ 



1

量量 的的 研研 究究

よい研究を生む秘訣はモデルと測定

聖学院大学 古谷野 亘

１．研究技術軽視の伝統と量的研究

研究には技術が必要
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質的研究の場合 ／ 量的研究の場合

量的研究を行う際には最低限の知識・技術の修得が
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１．研究技術軽視の伝統と量的研究

研究には技術が必要

理論研究・文献研究の場合 ／ 実証研究の場合

質的研究の場合 ／ 量的研究の場合

量的研究を行う際には最低限の知識・技術の修得が

必要

→ 数学はいらないし、自分で計算する必要もない
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１．研究技術軽視の伝統と量的研究

研究には技術が必要

理論研究・文献研究の場合 ／ 実証研究の場合

質的研究の場合 ／ 量的研究の場合

量的研究を行う際には最低限の知識・技術の修得が

必要

→ 数学はいらないし、自分で計算する必要もない

→ 質的研究の技術よりは習得が容易

２．量的研究の伝統

老年社会科学の特長

２．量的研究の伝統

老年社会科学の特長

前田大作先生の功績

前田・他（1979）の分析

PGCモラールスケールについて

1.  質問項目別の回答分布

2.  因子分析（主因子法，バリマックス回転）

3.  重回帰分析（階層的方法）

4.  数量化Ⅰ類

前田・他（1979）の分析

PGCモラールスケールについて

1.  質問項目別の回答分布

2.  因子分析（主因子法，バリマックス回転）

3.  重回帰分析（階層的方法）

4.  数量化Ⅰ類

当時としては斬新
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前田・他（1979）の分析

PGCモラールスケールについて

1.  質問項目別の回答分布

2.  因子分析（主因子法，バリマックス回転）

3.  重回帰分析（階層的方法）

4.  数量化Ⅰ類

当時としては斬新

・・・ しかし、現在では、、、

Liang J & Bollen KA（1983）の分析

PGCモラールスケールについて

共分散構造分析

（「LISREL モデル」）

Liang J & Bollen KA（1983）の分析

PGCモラールスケールについて

共分散構造分析

（「LISREL モデル」）

→ 理論モデルの優先

Liang & Bollen (1983)

３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組
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学歴と職業の関係（１） 学歴と職業の関係（２）

学歴と職業の関係（２） 活動理論の検証

主観的幸福感の要因分析

Markides & Martin (1979)
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古谷野 (1993)

対象は全国の65歳以上の在宅高齢者（n=1510）．

χ2 ＝ 57.26, df = 31, χ2 / df= 1.52, GFI = .994, AGFI = .984, CN = 1180.3.

３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

→ 取りあげる変数はモデルで決まる

自宅退院の可否に関連する要因 実験研究のモデル

学歴と職業の関係（３）

３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

→ 取りあげる変数はモデルで決まる

→ 変数間の独立－従属の関係もモデルで決まる
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健康と社会生活の関係 健康と社会生活の関係

健康と社会生活の関係 健康と社会生活の関係
（２つのモデル）

生活機能と社会生活の関係
（縦断データだったら１）
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生活機能と社会生活の関係
（縦断データだったら２）

組み合わせたモデル 組み合わせたモデル

・・・・ 解けない

３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

→ 取りあげる変数はモデルで決まる

→ 変数間の独立－従属の関係もモデルで決まる

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る
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３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

→ 取りあげる変数はモデルで決まる

→ 変数間の独立－従属の関係もモデルで決まる

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る

→ 実証的知見を積み上げていく研究の王道

３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る

研究の価値はモデルの良し悪しで決まる

３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る

研究の価値はモデルの良し悪しで決まる

先行研究の知見をふまえていないモデル → ×

３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る

研究の価値はモデルの良し悪しで決まる

先行研究の知見をふまえていないモデル → ×

非理論的なモデル → ×

３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る

研究の価値はモデルの良し悪しで決まる

先行研究の知見をふまえていないモデル → ×

非理論的なモデル → ×

非論理的なモデル → ×

３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る

研究の価値はモデルの良し悪しで決まる

先行研究の知見をふまえていないモデル → ×

非理論的なモデル → ×

非論理的なモデル → ×

実態から遊離したモデル → ×
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３．モデルがすべてを決める

モデルは現象をとらえる枠組

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る

研究の価値はモデルの良し悪しで決まる

潜在変数を組み込んだモデルもある

健康と社会生活の関係
（潜在変数を措定したモデル）

健康と社会生活の関係
（潜在変数を措定した縦断研究のモデル）

健康行動と予後の関係

健康行動と予後の関係
（潜在変数を加えたモデル）

健康意識・健康行動の構造

古谷野・他 (2006)
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「健康志向」の因子得点 (1)

古谷野・他 (2006)

-1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00

 20歳代

 30歳代

 40歳代

 50歳代

 60歳代

 70歳以上

 女性

 男性

「健康志向」の因子得点 (2)

古谷野・他 (2006)
-0.50 -0.25 0.00 0.25 0.50

 酒害・煙害講座

 保健師等の相談

 がん検診

 健康診査

 心の健康教室

 骨粗鬆症予防教室

 栄養指導教室

 生活習慣病予防教室

 機会があれば利用

 利用しない

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る

→ 間接測定が必要

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る

→ 間接測定が必要 → 測定の妥当性の問題
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４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る

→ 間接測定が必要 → 測定の妥当性の問題

説明的因子分析と確証的（確認的）因子分析

説明的因子分析のモデル

確証的因子分析のモデル 共分散構造分析のモデル

1 2 3 4

η1 η2

ε1 ε2 ε3 ε4

ξ

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る

→ 間接測定が必要 → 測定の妥当性の問題

説明的因子分析と確証的（確認的）因子分析

理論モデルの優先

心理的動揺（PGC）

不満足感（PGC）

気分（LSIA）
生活への熱意（LSIA）

感情

一致（LSIA）老いについての態度（PGC）認知

長期短期

PGCモラールスケール，生活満足度尺度Ａ の下位次

元の分類

古谷野・他 (1993)
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古谷野・他 (1993)

生活満足度尺度Ｋの構造

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る

→ 間接測定が必要 → 測定の妥当性の問題

説明的因子分析と確証的（確認的）因子分析

理論モデルの優先

単項目での概念の測定もある

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る

→ 間接測定が必要 → 測定の妥当性の問題

説明的因子分析と確証的（確認的）因子分析

理論モデルの優先

単項目での概念の測定もある

→ 事実を尋ねる質問項目と、概念の指標として

ての質問項目がある

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る → 測定の妥当性（適切さ）

測定の信頼性 （正確さ）

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る → 測定の妥当性

測定の信頼性

→ αよりもω

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る → 測定の妥当性

測定の信頼性

→ αよりもω

→ 言葉による測定
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４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る → 測定の妥当性

測定の信頼性

→ αよりもω

→ 言葉による測定

→ 回答者間に共通理解のあることが前提

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る → 測定の妥当性

測定の信頼性

→ αよりもω

→ 言葉による測定

→ 回答者間に共通理解のあることが前提

→ 視覚アナログ尺度（VAS）はダメ

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る → 測定の妥当性

測定の信頼性

→ αよりもω

→ 言葉による測定

→ 単項目なら、表面的妥当性と“表面的信頼性”

４．測定は適切かつ正確に

モデル上の変数は測定されなければならない

概念を測る → 測定の妥当性

測定の信頼性

→ αよりもω

→ 言葉による測定

→ 単項目なら、表面的妥当性と“表面的信頼性”

→ probe が必要

まとめ

研究には技術が必要

まとめ

研究には技術が必要

量的研究の場合の研究技術
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まとめ

研究には技術が必要

量的研究の場合の研究技術

研究目的に合わせてモデルを作り

まとめ

研究には技術が必要

量的研究の場合の研究技術

研究目的に合わせてモデルを作り

モデル上の変数を測定し

まとめ

研究には技術が必要

量的研究の場合の研究技術

研究目的に合わせてモデルを作り

モデル上の変数を測定し

分析する技術

まとめ

研究には技術が必要

量的研究の場合の研究技術

研究目的に合わせてモデルを作り

モデル上の変数を測定し

分析する技術

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る

まとめ

研究には技術が必要

量的研究の場合の研究技術

研究目的に合わせてモデルを作り

モデル上の変数を測定し

分析する技術

モデルは先行研究の知見をふまえて理論的に作る

測定は適切かつ正確に行われなければならない

研究の良し悪しは、モデルと、モデル上の変数の測

定で決まる
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研究の良し悪しは、モデルと、モデル上の変数の測

定で決まる

モデルと測定さえよければ、その研究はよい研究に

なる可能性が高い

よい研究を行うためには、最低限の知識・技術の修

得に加えて、モデル構築と測定の場面でのセンスも

必要になる

よい研究を行うためには、最低限の知識・技術の修

得に加えて、モデル構築と測定の場面でのセンスも

必要になる

技術を習得するのもセンスを磨くのも、もっとも簡

単かつ確実な方法は、とにかくやってみることであ

る

よい研究を行うためには、最低限の知識・技術の修

得に加えて、モデル構築と測定の場面でのセンスも

必要になる

技術を習得するのもセンスを磨くのも、もっとも簡

単かつ確実な方法は、とにかくやってみることであ

る

怖がったり億劫がったりせずに ‼

ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました

W. Koyano

量量 的的 研研 究究

よい研究を生む秘訣はモデルと測定

聖学院大学 古谷野 亘
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